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ポリシー提案の状況
# Status 提案名
prop-130 継続議論 移転ポリシーの修正提案

Modification of transfer policies

prop-133 新規提案 IPアドレス割り当ての定義の明確化
Clarification on Sub-Assignments

prop-134 新規提案 PDP アップデート
PDP Update
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prop-130:Modification of transfer policies

• 現在のポリシー⽂書で認められている企業の買収・合併に伴う
移転について、移転が認められる合併・買収等の形態を明確化
するとともに、IPv4/IPv6/AS番号の移転に関する⽂⾔を統⼀
する提案

https://www.apnic.net/community/policy/proposals/prop-130/

継続議論
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prop-130:Modification of transfer policies

• それぞれのポリシー⽂書を以下のように変更する

https://www.apnic.net/community/policy/proposals/prop-130/

13.3. 合併と買収
APNICは、合併や買収の結果としてのAS番
号の移転を処理および記録します。

8.4. 合併、買収および組織の再配置
11.0. IPv6の移転
13.3. 合併と買収および組織の再配置

APNICは、RIR内およびRIR間どちらの場合にお
いても、部分的または完全な合併、買収、再編
成、または組織再配置の結果移転された[IPv4ア
ドレス|IPv6アドレス|AS番号]の移転[のみを許可|
を処理および記録]します。その際以下の条件と
結果が適⽤されます。

RIR間の移転の場合は、移転先のRIRで同様の
相互ポリシーによって移転が許可されている必
要があります。

◆AS番号移転に関するポリシー⽂書

8.4. 合併と買収
APNICは合併や買収の結果移転されたIPv4ア
ドレスを処理および記録します。

◆IPv4移転に関するポリシー⽂書

11.0. IPv6の移転
APNICは、合併や買収の結果としてのアドレ
ス移転のみを許可します。その際以下の条
件と結果が適⽤されます。

◆IPv6移転に関するポリシー⽂書

継続議論
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prop-130:Modification of transfer policies

• 現在のポリシー⽂書で認められている企業の買収・合併に伴う
移転について、移転が認められる合併・買収等の形態を明確化
するとともに、IPv4/IPv6/AS番号の移転に関する⽂⾔を統⼀
する提案

https://www.apnic.net/community/policy/proposals/prop-130/

継続議論
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prop-133:Clarification on Sub-Assignments

• 現在のポリシー⽂書で定義されているアドレスの割り当てにつ
いて、定義を明確化するために⽂章を追加する提案

• 以下の⽂⾯を以下のように変更する

https://www.apnic.net/community/policy/proposals/prop-133/

2.2.3 割り当てられたアドレス空間

割り当てられたアドレス空間とは、LIRまた
はエンドユーザが運⽤するインターネット
インフラストラクチャでの使⽤のために委
任されるアドレス空間です。
割り当ては、申告した特定の⽬的でのみ⾏
う必要があり、再割り当てはできません。

2.2.3 割り当てられたアドレス空間

割り当てられたアドレス空間とは、LIRまたは
エンドユーザーに委任されたアドレス空間で
あり、運⽤するインフラストラクチャ内で排
他的に使⽤され、他のネットワークに再割り
当てされることはありません。

新規提案
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prop-134:PDP update

• 現在のPDPのコンセンサス確認について、メーリングリスト
やリモート参加者の意⾒もコンセンサス確認の要素となるこ
と、またコンセンサスに⾄らなかった提案について提案者が
⾃ら取り下げるプロセスを追加する提案となっています。
– コンセンサスを確認の判断材料に、「OPMでの議論」に追加して

「メーリングリストでの議論」と「電⼦的意思表⽰」を明記。
– ワーディングの変更（⼀般合意→ラフコンセンサス）
– コンセンサスに⾄らなかった提案を、提案者が取り下げることができ

ると明記。また6か⽉以内に修正提案を提出しない場合は、⾃動的に提
案が期限切れとなる。

https://www.apnic.net/community/policy/proposals/prop-134/

新規提案
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prop-134:PDP update

• 以下の⽂⾯を以下のように変更する

https://www.apnic.net/community/policy/proposals/prop-134/

Step 2: OPMにおけるコンセンサス

コンセンサスは、ミーティングのチェアが
「⼀般合意」と判断したものと定義されま
す。
コンセンサスは、まずSIGセッションで、次
にメンバーミーティングで確認されます。
これらのフォーラムのいずれかで提案がコ
ンセンサスに⾄らない場合は、SIG (メーリ
ングリストまたは将来のOPMのいずれか)で
提案を修正するか取り下げるかが議論され
ます。

Step 2: コンセンサスの確認

コンセンサスは、ミーティングのチェアが
「ラフコンセンサス」と判断したものと定義
されます。
コンセンサスはまずSIGメーリングリスト、
電⼦的な意思表明およびSIGセッションで、
次にメンバーミーティングで確認されます。
提案がコンセンサスに⾄らなかった場合、提
案者は提案を取り下げることができます。
また提案は、議論が再開されてから6ヶ⽉以
内に新たな提案が提出されなかった場合、期
限切れとなります。

新規提案


